
歴
史
は
未
来
の
羅
針
盤

　

先
月
、
西
大
路
に
〝
近
江
日
野
商
人

ふ
る
さ
と
館
「
旧
き
ゅ
う

山や
ま

中な
か

正し
ょ
う

吉き
ち

邸て
い

」〞
が
開

館
し
ま
し
た
。
日
野
の
歴
史
や
文
化
に

関
す
る
資
料
を
保
存
・
活
用
し
、
そ
れ

ら
を
生
か
し
た
体
験
や
交
流
、
情
報
発

信
の
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
旧
山
中
正
吉
邸
の
み
ど
こ
ろ

と
、
そ
の
主
で
あ
っ
た
山
中
正
吉
家
に

つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

旧
山
中
正
吉
邸
の
み
ど
こ
ろ

　

旧
山
中
正
吉
邸
は
、
馬
見
岡
綿
向
神

社
の
参
道
に
面
し
、
約
一
三
〇
〇
㎡
あ

る
敷
地
に
は
、
主し
ゅ

屋お
く

・
座
敷
・
新
座

敷
・
洋
間
を
は
じ
め
蔵
三
棟
・
井
戸
屋

形
・
納
屋
な
ど
の
建
物
が
建
っ
て
い
ま

す
。
参
道
に
面
す
る
西
側
は
門
と
板
塀

が
連
な
り
、
主
屋
の
板
塀
に
は
桟
敷
窓

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

主
屋
は
切き
り

妻づ
ま

造づ
く
り

一
部
二
階
建
て
で
、

田
の
字
型
の
四よ

ツつ

間ま

取ど

り
を
基
本
と
し

て
い
ま
す
。
主
屋
の
玄
関
か
ら
ニ
ワ
に

入
る
と
、
用
心
下
駄
が
置
か
れ
、
柱
に

は
「
厳
倹
約
」
の
札
が
掲
げ
ら
れ
て
い

　

近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館
「
旧
山
中
正
吉
邸
」
は
、
当
面
の

間
は
入
館
料
を
無
料
と
し
て
い
ま
す
。
開
館
時
間
は
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
、
休
館
日
は
毎
週
月
・
火
曜
日
（
祝
日
・
休
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）、祝
日
の
翌
日
、年
末
年
始
等
に
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
と
も
ご
来
館
く
だ
さ
い
。『
近
江
日
野
の
歴
史
』全
九
巻
は「
旧

山
中
正
吉
邸
」、
教
育
委
員
会
事
務
局
や
各
公
民
館
に
て
一
冊
四
、

〇
〇
〇
円
で
好
評
発
売
中
で
す
。
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

ま
す
。
奥
ニ
ワ
に
は
黒
タ
イ
ル
貼
り
の

大
釜
付
の
五
口
の
お
く
ど
さ
ん
が
あ
り
、

煙
の
吸
い
込
み
を
調
節
す
る
ケ
ロ
ッ
プ

を
備
え
て
い
ま
す
。
新
座
敷
は
格
式
の

高
い
数
奇
屋
風
書
院
造
で
、
東
側
に
綿

向
山
を
借
景
と
し
た
広
大
な
庭
園
が
付

き
、
四
季
の
移
ろ
い
を
楽
し
め
ま
す
。

応
接
室
と
し
て
使
わ
れ
た
洋
間
は
マ
ン

ト
ル
ピ
ー
ス
を
備
え
た
重
厚
な
造
り
を

し
て
お
り
、
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　

主
屋
は
江
戸
時
代
後
期
に
建
て
ら
れ
、

昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
頃
に
新
座

敷
・
洋
間
な
ど
の
増
築
と
同
時
に
全
面

的
に
改
装
さ
れ
て
い
ま
す
。
部
屋
数
の

多
さ
、
建
築
様
式
、
調
度
品
な
ど
か
ら

日
野
商
人
の
本
宅
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
を

間
近
に
見
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

山
中
正
吉
家
の
あ
ゆ
み

　

旧
山
中
正
吉
邸
の
主
で
あ
っ
た
山
中

正
吉
家
は
、
現
在
の
静
岡
県
富
士
宮
市

で
酒
・
醤
油
の
醸
造
を
営
ん
だ
日
野
商

人
で
す
。
現
在
、
近
江
日
野
商
人
館
と

な
っ
て
い
る
山や
ま

中な
か

兵ひ
ょ
う

右え
衞
門も
ん

家
の
分
家

で
す
。

　

初
代
正
吉
は
文
化
六
（
一
八
〇
九
）
年

に
生
ま
れ
、
文
政
年
間
（
一
八
一
八
～

三
〇
）
に
駿
河
国
天て
ん

間ま

村
（
静
岡
県
富

士
市
）
で
酒
造
業
を
始
め
ま
す
。
一
時
、

閉
店
し
ま
す
が
、
駿
河
国
大
宮
町
（
静

岡
県
富
士
宮
市
）
で
酒
造
を
再
開
し
、

財
を
築
き
ま
す
。
当
初
は
大
宮
町
の
酒
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屋
か
ら
酒
株
と
店
を
借
り
て
、
鈴
木
正

吉
の
名
前
で
営
業
し
て
い
ま
し
た
が
、

安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
に
買
い
取
り
、

店た
な

名な

前ま
え

を
中
屋
と
改
め
ま
し
た
。
中
屋

で
は
酒
・
焼
酎
・
醤
油
・
味
噌
・
酢
を

製
造
・
販
売
し
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
に
入
る
と
、
山
中
家
は
富

士
宮
周
辺
を
中
心
に
静
岡
県
内
に
出
店

し
て
い
き
、
大
正
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ

に
は
静
岡
県
内
有
数
の
酒
造
家
に
成
長

し
ま
し
た
。
戦
後
は
、
昭
和
三
十
年
に

株
式
会
社
山
中
正
吉
商
店
と
な
り
、
平

成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
富
士
高
砂
酒
造

株
式
会
社
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

初
代
正
吉
は
絵
画
を
よ
く
し
た
人
で
、

西
大
路
の
曳
山
の
見
送
幕
の
下
絵
を
描

い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
描
い

た
絵
が
宮
内
省
（
当
時
の
宮
内
庁
）
の
買

上
げ
と
な
り
、
そ
の
代
金
を
元
手
に
し

て
西
大
路
村
内
の
一
八
か
所
に
石
橋
を

か
け
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

代
々
の
当
主
も
地
域
へ
の
貢
献
を
行

い
、
公
職
に
つ
く
こ
と
も
し
ば
し
ば
で

し
た
。
例
え
ば
、
三
代
目
正
吉
は
大
正

時
代
か
ら
昭
和
時
代
初
め
に
か
け
て
、

西
大
路
村
長
や
滋
賀
県
会
議
長
を
歴
任

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
に
は
、

バ
ス
会
社
と
し
て
操
業
し
た
綿
向
自
動

車
の
取
締
役
に
就
任
し
、
そ
の
経
営
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

▲「旧山中正吉邸」の洋間
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